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メバル稚魚の周辺海域への広がり（H12年度）
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図中の日数は流れ藻の漂着までの日数

空港島の藻場から流れ藻となり 海藻の拡散とともに空港島育ちの稚魚も空港島の藻場から流れ藻となり、海藻の拡散とともに空港島育ちの稚魚も

大阪湾に広がっています。





環境学習



環境学習 水質浄化について

海藻による窒素やリンの吸収 光合成で二酸化炭素の吸収
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護岸で生まれた海草や魚介類は 窒素などの栄養塩やリンなどの有護岸で生まれた海草や魚介類は、窒素などの栄養塩やリンなどの有
機懸濁物を吸収することが水質浄化になります。また、海藻の光合成
により海中の二酸化炭素が吸収され、酸素が供給されます。



空港島の藻場の役割
まとめ

生物の生息場

○砂泥底の海底に造成された
緩傾斜護岸により多様な生物
の生息の場が創出された。

○藻場を中心とする生態系が、
大阪湾の生物多様性の維持に
寄与している。

生物多様性水質浄化 空港島護の藻場

水産資源増殖 ○藻場を中心とする生態系は、
幼稚魚の育成の場 水産資源

○藻場を中心とする生態系は
高い水質浄化能力を有する 幼稚魚の育成の場、水産資源

の増殖の場となっており、大阪
湾の広域にもその効果を発揮
している

高い水質浄化能力を有する。

している。



最後に

従来、開発行為によるマイナスの影響が問題視さ
れてきたが 埋立によって造られた空港島の藻場れてきたが、埋立によって造られた空港島の藻場
は、工夫次第で様々な効果を創出できることが、
実際の事業を通して実証されました。実際の事業を通して実証されました。

今後は、適切な管理によって、空港島護岸並び
に周辺海域に形成された人工的な生態系を健全形成 人 系 健
な状態に保ち、大阪湾の貴重な財産として次の
世代に引き継ぐ必要があります。


